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平成２６年１１月２７日  

危機管理監室危機対策課  

     

自主防災組織交流大会の開催について 

 
１ 目 的 
 
  活動内容の優れた自主防災組織を表彰し、活動事例の発表や意見交換会を行うこ
とで、自主防災組織相互の交流促進や活動の活性化を図るとともに、災害経験者が
災害体験を語る会や各種防災体験等を通じて、防災技能・知識の習得を図り、地域
防災力の要である自主防災組織のさらなる充実強化を促進する。 

 
２ 開催日時 
 
   平成２６年１１月２９日（土）午前１０時～午後３時 
 
３ 開催場所 
 
   石川県消防学校 
 
４ 内 容 
 
 （１）活動内容の優れた自主防災組織に対する知事表彰 
    ・崎浦地区自主防災対策委員会（金沢市）・吉竹町防災会（小松市） 
    ・塩屋地区自主防災組織（加賀市）・七窪区自主防災会（かほく市） 
（２）受賞団体による活動事例発表 

 （３）能登半島地震などの災害経験者（２名）が災害体験を語る会  
 （４）自主防災組織活動についての意見交換会 
 （５）各種防災体験等 
        ・地震体験車を利用した地震体験 
     ・防災関係機関による体験コーナー 
      災害伝言ダイヤルによる安否確認体験、衛星携帯電話による非常時通信

体験、住宅の簡易耐震診断体験、非常食(アルファ米)の試食体験 等 
    ・展示・相談コーナー 
      防災用品の展示、家庭用備蓄食品の紹介、地震保険の解説 等 
 
５ 参加者 
 
   自主防災関係者 約２００人 

 

（お問合せ先） 

石川県危機管理監室 

危機対策課 川口課長 

電話：076－225－1480 

内線：4280 



・災害発生後の数日間、一般家庭において生活する
うえでの備蓄食品を展示し、災害時においても栄養
管理が大切であることを紹介します。

・地震保険制度やその手続きについて解説します。

地理情報の展示 県備蓄品展示

・能登半島地震の被災マップや防災に関する空中写
真・地図を展示します。

・県が保有している備蓄品（非常食、飲料水、毛布
等）の一部を展示します。

家庭用分電盤復帰体験 防災用品展示

・地震発生時の対処方法、漏電のチェック方法、分電
盤の復帰方法を習得できます。

・災害時に役立つ防災用品を展示します。実際に手
に触れ、その機能を体感してください。

家庭用備蓄食品の紹介 地震保険解説コーナー

・衛星携帯電話による非常時通信を体験します。 ・簡易耐震診断ソフトの使用方法や耐震補強の効果
を模型を使用して説明するとともに、耐震工事に対す
る補助制度についても解説します。

非常食試食体験 AED、応急救護、ロープ結索体験

・非常食（アルファ米）の調理実演と試食を行います。 ・ＡＥＤ使用方法、応急救護の方法や、災害時に有用
なロープの結索について体験を通じて習得します。

地震体験 安否情報確認体験

・地震体験車「グラグラ号」は、過去の地震の揺れを
再現できます。体験を通じて地震時に冷静に対処で
きるようにしましょう。

・災害時伝言ダイヤル等を使用した安否確認を体験
します。

衛星携帯電話による非常時通信体験 住宅の簡易耐震診断体験

石川県自主防災組織交流大会プログラム

【 各種防災体験 】

１ 開会（10:00～）

２ 開会のあいさつ（石川県知事 谷本正憲）

３ 知事表彰

・崎浦地区自主防災対策委員会（金沢市） ・吉竹町防災会（小松市）

・塩屋地区自主防災組織（加賀市） ・七窪区自主防災会（かほく市）

４ 受賞団体による活動事例発表（10：15～11:00）
５ 災害経験者が災害体験を語る会（11：00～12:00）

テーマ：「私の災害体験と自主防災組織」

大井マ璃幸さん（㈱大観荘会長）

明正晋一さん（湊自主防災会会長）

６ 自主防災組織意見交換会（12：40～13:20）
７ 各種防災体験（12：00～15：00）

※閉会式はありません
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